


JFEグループの事業体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 JFEスチール生産拠点 
 
  徹底し競争力ある運営体制を構築する。 
   品種セクターを構成する 8 分野は，下記のとおりで

ある。 
   ・薄板 
   ・厚板 
   ・形鋼／スパイラル 
   ・鋼管 
   ・ステンレス 
   ・電磁鋼板 
   ・棒線 
   ・鉄粉 
(２) 2 製鉄所・1 製造所体制による運営 
   スチール製品の生産体制を東日本製鉄所（京浜地 

区／千葉地区）および西日本製鉄所（倉敷地区／福山

地区）の 2 製鉄所と知多製造所の 3 ヶ所とする（図 2）。 
   そして製鉄所内の隣接する地区を一体運営すること

で，それぞれの設備特性を有効活用した生産や輸送コ

ストのミニマム化を図るとともに，重複設備の集約と

存続設備の最大限の活用により，世界最高水準の競争

力ある生産体制を構築する。 

 2.3 JFEエンジニアリング 

 JFEエンジニアリングは，パイプラインを中心としたエ

ネルギー分野，ごみ処理施設や上水・下水処理などの環境

関連分野，製鉄技術に関連する分野，橋や鉄骨などの鋼構

造物分野，産業機械分野において，世界トップレベルの技

術でソリューション提供型エンジニアリングを指向する。 
 その運営体制は事業分野ごとに各事業部と機能分担グル

ープ会社による事業部カンパニーを構築し，事業環境の変

化への迅速な対応と経営戦略の共有化の促進により，事業

分野ごとの連結収益の最大化を図る。 
 事業部カンパニー制は 5 事業部，2 センターおよびそれ

ぞれの関連するグループ会社で構成される（図 3）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 JFEエンジニアリング事業部カンパニー制 
 
  (ａ) 事業部 
   ・エネルギーエンジニアリング 
   ・環境エンジニアリング 
   ・水エンジニアリング 
   ・製鉄エンジニアリング 
   ・鋼構造 
  (ｂ) センター 
   ・ソリューションエンジニアリング（SEC） 
   ・重工 




